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★町の人口★10,272人（十55）男4,846人（+14）女5,426人（+4D世帯合計3,579( +68）平成4年6月30日現在（ ）は前年同月との比較です 

叔 
L 7.編磁レ開きで写誌 

町民プールで遊びませんか 

入場料＝小学生まで60円（2 時間） 

中・高校生120円（2時間） 

大人180円（2時間）ロッカ- 60 円 

点
 

惨
 暑

い
夏
の
．
日
ざ
し
か
ら
、
 

あ
の
終
戦
の
日
を
思
い
出
 

す
お
年
寄
り
の
方
は
多
い
 

の
で
は
な
い
か
。
広
島
、
 

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
 

た
の
も
暑
い
「
蝉
し
ぐ
れ
」
 

の
頃
だ
つ
た
。
戦
後
四
十
 

七
年
と
い
う
歳
月
で
、
も
 

は
や
戦
後
は
過
去
の
も
の
 

と
な
っ
た
。
今
回
の
参
議
員
選
挙
で
最
 

大
の
争
点
で
あ
っ
た
は
ず
の
国
際
平
和
 

維
持
（
P
K
O

）
協
力
法
の
問
題
も
今
 

一
つ
精
彩
を
欠
い
た
▼
国
会
で
P
K
O
 

協
力
法
が
審
議
さ
れ
て
い
た
時
、
隣
の
 

韓
国
か
ら
日
本
軍
に
仕
え
さ
せ
ら
れ
た
 

従
軍
慰
安
婦
の
問
題
が
突
付
け
ら
れ
た
。
 

浅
学
の
私
に
は
日
本
人
の
非
人
道
性
を
 

見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
が
し
た
。
踏
み
 

に
じ
ら
れ
た
人
の
心
か
ら
は
歴
史
を
消
 

し
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
ー
つ
 

隠
さ
れ
て
い
た
過
去
の
事
実
が
明
ら
か
 

に
な
っ
た
▼
憲
法
第
九
条
に
は
、
「
日
本
 

国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
 

国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
 

発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
、
 

又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
 

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
 

を
放
棄
す
る
。
前
項
の
目
的
を
達
成
す
 

る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
 

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
 

こ
れ
を
認
め
な
い
」
 
と
あ
る
。
憲
法
第
 

九
条
を
め
ぐ
る
議
論
は
種
々
あ
る
が
、
 

敗
戦
の
結
果
と
し
て
結
実
し
た
も
の
で
 

あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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差別をなくしF 
明ろ1、国づくり 

赤池中2年山崎久美子さん（南町団地） 

相手の気持ち 

園 

,7Iま3 
市場J\ 6年杉田亜紀さん 車道2 ) 

差8蛇なくし 
明一い田 

上野小6年岩西恒幸くん（大浦団地） 

上野小5年 市場小5年 

山崎智仁くん 田口賢ーくん 
（大 谷） （旭ケ丘） 

×
 
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
o

今
年
も
『
童
謡
ま
つ
り
N

赤
池
』
ノ
 

の
成
功
を
め
ざ
し
て
、
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
全
国
に
 
「童 

謡
の
ま
ち
赤
池
」
を
拡
め
、
評
判
も
う
な
ぎ
の
ぼ
り
。
昨
年
、
大
反
響
 

を
呼
ん
だ
「
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
。
第
ニ
弾
の
脚
本
も
で
き
あ
が
り
 

ま
し
た
。
赤
池
町
が
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
 

／
に
、
童
謡
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
 

×
 

町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
 

き
 

た
 

や
ま
さ
ち
 
ひ
び
き
 

」
つ
み
さ
ち
 

「
城
田
の
山
幸
・
饗
自
の
海
幸
」
 

今
年
も
や
り
ま
す
／
 

『
町
民
手
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
』
「
い
 

い
歌
・
い
い
町
・
い
い
自
然
」
を
キ
ャ
ッ
 

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
今
年
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
 

ル
に
挑
戦
し
ま
す
。
 

き
 

た
 

や
ま
さ
ち
 

ひ
び
き
 

タ
イ
ト
ル
は
、
 

「
城
田
の
山
幸
・
響
 

・っ 

み
き
ち
 

の
海
幸
」
三
幕
八
場
で
、
福
智
山
周
辺
 

の
赤
池
の
山
人
と
、
北
九
州
響
灘
の
海
 

人
と
の
交
流
に
よ
る
、
赤
池
文
化
の
梨
 

明
を
う
た
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
 

昨
年
は
、
赤
池
の
夜
明
け
か
ら
で
し
 

た
。
今
年
は
赤
池
の
里
か
ら
世
界
へ
と
 

う
た
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
 

一
人
ひ
と
り
の
力
が
大
き
く
な
っ
て
、
 

大
き
な
感
動
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
に
、
 

楽
し
く
練
習
や
、
作
業
を
積
み
重
ね
て
、
 

当
日
は
、
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
観
客
 

の
み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
感
動
出
 

来
る
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
と
応
援
を
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

七
月
二
十
七
日
に
発
足
式
を
行
な
い
、
 

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。
 
ス
タ
ッ
 

フ
で
参
加
し
て
み
た
い
方
、
ふ
る
っ
て
 

応
募
し
て
下
さ
い
。
 

こ
ど
も
の
歌
 

作

詞

・

作

曲

募

集

 

新
し
い
子
ど
も
の
歌
を
募
集
し
ま
す
。
 

上
手
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
あ
 

な
た
ら
し
い
、
素
直
な
歌
、
か
わ
い
い
 

歌
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

．
内
 
容
 

o
「
お
と
な
の
部
」
と
「
子
ど
も
の
部
」
 

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
 

o
「
作
詞
」
と
「
作
詞
・
作
曲
」
部
門
 

が
あ
り
ま
す
。
 

．
締
切
日
 

9
月
 19 

日
田
 

当
日
消
印
 

有
効
 

云
里
謡
散
」
一
 

・m
 

赤
 池
 

ほ
の
ぽ
の
 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
／
 

か
わ
い
く
遊
ん
で
る
子
ど
も
た
ち
、
 

美
し
く
咲
い
た
花
や
緑
、
ふ
る
さ
と
の
 

山
や
川
 

被
写
体
は
何
で
も
警
 

ど
し
ど
し
応
募
し
て
下
さ
い
、
賞
金
 

や
賞
品
も
ビ
ッ
グ
。
 

．
内
 
容
 

o
「
お
と
な
の
部
」
・
「
こ
ど
も
の
部
」
 

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
 

．
締
切
日
 
9
月
 19 

日
田
 
当
日
消
印
 

有
効
 

「
童
謡
ま
つ
り
」
に
つ
い
 

て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

容
 28 

1
4
1
0
0
番
 

ま
で
 

役場へのお支払いは 

公共料金などの口座振替を10月からはじめます。 

⑥納期毎に金融機関が、あなたに代わって町に振り込みます。 

@ 8 月10 日より受付します。 

⑥ 9 月16 日までに申し込まれた人は、10 月より口座振替を行 

ないます。 

●利用できる金融機関 ●手続きは簡単です 

赤池郵便局・福岡銀行 

西日本銀行・田川農協 

田川信用金庫・福岡県労働金庫 

取扱金融機関または役場でして 
下さい。 
●必要なもの 

通帳と届印を準備して下さい。 

●口座振替が出来る公共料金などは 

・町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税 

・国民年金保険料・水道使用料・町営住宅家賃・汚水処理使用料 

・住宅新築資金等 

忘
れ
大
ー
い
 

忘
れ
ら
れ
か
い
 

、
 

、

＼

 

あ
の
夏
 

慮
難
縄
毅
薄
 

」
 

言
部
落
差
別
を
な
く
せ
、
家
泌
」
り
町
難
ら
社
会
が
ら
 

七
月
の
「
ケ
月
間
、
地
域
で
、
家
庭
で
語
騒
麟
活
動
警
い
 

和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
じ
た
。
 

「
り
ミ
 

％
く
 

た一】『 

属
騰
陰
ほ
」
（
嘆
め
、
お
互
い
喰
蟻
一
譲
護
肱
ぼ
う
。
 

』
を
め
ざ
し
て
、
 

』
一
憲
義
あ
る
同
 

唾
裏
別
の
実
嘩
電
K
理
解
惑
事
」
掻
恒
洪
産
活
か
 

こ
の
作
品
は
、
同
和
問
題
啓
発
 

強
調
月
間
に
ち
な
み
、
小
・
中
学
 

校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
 

作
品
の
一
部
で
す
。
 

語
人
権
は
世
界
み
ん
泰
の
 

み
t
つ
う
蒙
興
め
芽
・
 

機
え
ま
み
A
権
め
能
 

赤
池
中
学
授
気
与
戴
村
嬢
恕
 

%1

． 

赤池中3年 
前村理恵さん 
（下 谷） 

赤池中3年 

森 清吾くん 
（薬王寺） 

長崎市の爆心地近くから 

堀り出された時計。 

運命の時を指したまま 

平和への祈り 
赤池町でも、戦没者・原爆死没 

者のめい福と、世界恒久平和への 

祈りをこめて、サイレンを鳴らし 

ます。ご協力をお願いします。 

8月 6 日 午前8 時15分 

8月 9 日 午前H 時02分 

8月15日 正 午 

津
ち
の
話
題
麟
藤
曾
 

活動の中から人材の発掘を．ノ 

暑
さ
も
本
格
的
に
な
っ
た
7

日
 19 

日
の
日
曜
日
、
地
区
公
民
館
長
の
研
修
 

会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
 
36 

名
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
 

り
、
午
前
中
に
①
高
齢
者
社
会
問
題
、
②
 

婦
人
問
題
、
③
役
員
請
負
問
題
の
三
つ
の
 

問
題
提
起
を
受
け
、
午
後
か
ら
分
散
会
 

を
中
心
に
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

分
散
会
で
は
、
各
地
区
の
組
織
実
態
 

を
中
心
に
対
応
を
交
じ
え
、
活
発
な
討
 

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
 

の
共
通
点
と
し
て
、
人
材
発
掘
の
重
要
 

性
を
学
び
ま
し
た
。
 

熱
き
戦
い
が
展
開
 

梅
雨
空
の
9

日
、
赤
池
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

連
合
会
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

各
地
区
よ
り
 20 

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
 

熱
戦
の
末
、
 
22 

支
所
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

炎
天
下
の
7
月
 19 

日
、
子
供
会
育
成
 

連
絡
協
議
会
主
催
の
、
子
ど
も
会
対
抗
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
の
減
少
傾
向
の
中
、
8
 

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
 

た
3
区
と
8
区
が
決
勝
戦
を
行
な
い
、
 

見
事
3
区
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

子どもは元気印 



④
あ
ザ
た
か
健
康
ま
喜
「
喜
リ
 

赤
池
町
立
病
院
の
新
任
医
師
紹
介
 

内
科
医
長
に
折
口
秀
樹
先
生
 

赤
池
町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
わ
。
私
 

は
、
六
月
一
日
か
ら
、
当
院
で
内
科
を
担
 

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

五
月
ま
で
は
、
黒
崎
の
九
 

.
 

州
厚
生
年
金
病
院
で
、
 

一
年
間
循
環
器
（
心
臓
）
 

疾
患
を
中
心
に
診
療
し
 

て
き
ま
し
た
。
心
臓
病
 

も
最
近
で
は
、
欧
米
と
 

同
じ
よ
う
に
心
筋
梗
塞
が
 

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
病
気
は
、
 

心
臓
の
血
管
の
動
脈
硬
化
が
原
因
で
す
が
、
 

動
脈
硬
化
は
、
喫
煙
、
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
 

尿
病
、
高
脂
血
症
が
あ
る
と
進
行
し
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
し
 

た
り
、
治
療
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
臓
 

鷲
舞
慧
一
 

。

 

」

 

ー
 
経
て
、
二
年
ぶ
り
に
戻
っ
 

，

 
て
き
ま
し
た
o

当
時
か
 

整
形
外
科
医
長
に
浅
野
茂
利
先
生
 

中
村
先
生
に
代
わ
っ
て
赴
任
い
た
し
ま
 

し
た
。
以
前
、
当
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
 

し
た
の
で
、
覚
え
て
い
る
方
も
多
い
か
と
 

思
い
ま
す
。
 

【 

そ
の
後
、
福
岡
整
形
病
一
、
 

覇謝・ー 

，

 
方
城
町
立
病
院
勤
務
を
 

.
 

、
ノ
J
 

に
J
 

/
‘
、
 

ら
す
る
と
、
リ
ハ
ビ
リ
 

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
が
飛
 

躍
的
に
発
展
し
て
お
り
、
 

・
 

特
に
整
形
外
科
の
診
療
の
幅
が
数
倍
に
も
 

拡
が
っ
て
い
る
の
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
 

整
形
外
科
は
、
骨
、
関
節
、
騰
、
筋
肉
の
痛
 

み
な
ど
、
誰
も
が
経
験
す
る
問
題
を
対
象
 

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
病
院
で
十
 

分
な
治
療
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

現
在
の
当
病
院
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
を
満
た
 

す
ま
で
に
成
長
し
、
さ
ら
に
設
備
充
実
し
 

て
い
く
予
定
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
下
田
川
の
整
形
外
科
診
 

療
の
核
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

内
科
医
長
に
小
柳
英
樹
先
生
 

大
学
の
諸
先
輩
方
の
も
と
で
、
こ
の
た
 

び
小
児
疾
患
の
診
療
に
参
加
さ
せ
て
い
た
 

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
病
 

気
も
急
な
も
の
か
ら
、
繰
 

り
返
す
も
の
ま
で
、
さ
 

ま
ざ
ま
で
す
が
、
で
き
 

，

 
る
だ
け
幅
広
い
対
応
が
 

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
6
月
 22 

日
か
ら
7
月
 22 

日
ま
で
 

【
香
典
返
し
】
o

石
井
健
二
（
緑
ケ
丘
）
 

o
渡
辺
洋
（
徳
人
原
）
o

藤
井
悟
（
小
藤
）
 

以
上
三
件
で
七
万
五
千
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
員
】
（
個
人
、
一
般
一
口
廿
千
 

円
）
o

太
田
博
文
廿
十
ロ
o

大
森
理
夫
廿
 

二
ロ
o

沢
永
孝
美
廿
一
口
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
（
企
業
、
法
人
一
口
 

廿
一
万
円
）
o

木
月
商
店
廿
一
口
 

【
寄
付
】
o

鳥
羽
一
男
廿
二
千
三
百
五
 

十
円
o

匿
名
の
人
（
二
件
）
廿
八
千
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

熊
谷
琢
義
廿
一
万
 

円
o

長
谷
川
ひ
ろ
子
1

一
万
円
o

福
祉
 

このコーナーは、田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 

（美術館） 

①'92日韓現代絵画展 

総計90点の抽象絵画展 

8月11日～16日 

②コンサート 

「クロスアートの世界」 

8月］8日 18時～ 

。彦山川どんこ祭り 

手作りいかだコンテスト 

8月23日彦山川河川敷（新橋） 

。市民盆踊り大会 8月23日 

18時30分～石炭記念公園 

方城町 

成人式8月15日10時～ 

中央公民館 

糸 田 町 

少年の主張大会 8月9日 

文化福祉総合会館 

観月会 9月11日 

文化福祉総合会館 

川崎町 

①川崎町少年の船（沖縄） 

8月8日～12日 

②夏の成人式 

8月16日勤労者青少年ホーム 

③田川郡子供会親善スポーッ大会 

8月23日 町民運動公園 

添 田 町 

盆踊り花火大会 

8月12日困午後7時30分から 

そえだサン・スポーツランド 

（雨天の場合16日に順延） 

大任町 

盆踊り花火大会 

8月18日午後7時30分から 

B &G 大任海洋センター 

6月28日、囲碁の郡大会が行なわれ 

赤池町が2位以下を大きく引き離し、 

圧倒的な強さで優勝しました。 

耕囲注人措隣県市町井編興協金 

. 

最
近
も
新
し
い
吸
入
器
と
吸
入
液
を
外
 

来
に
設
置
し
、
小
児
端
息
へ
の
対
応
を
、
 

一
歩
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
子
様
 

の
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
心
 

配
な
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
、
ど
ん
な
こ
 

と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
 

利
用
下
さ
い
ロ
 

最
後
に
新
院
長
は
じ
め
、
編
4
秀
な
ス
タ
ッ
 

フ
と
と
も
に
診
療
で
き
る
機
会
を
与
え
て
 

下
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
深
謝
し
ま
す
。
 

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
与
．
ノ
ま
す
。
 

バ
ス
内
「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
六
万
 

三
千
四
百
三
十
四
円
 

8月福祉センターの行事 
。休館日 3日・10日・16日・ワ日・24・31日 
。お盆休み 13日司4 日・15日 

。心配ごと相談日 7日岡・27日困 

（午後11時～午後3時30分まで） 
。健康相談日 H 日吹）午前11時～午後2時まで 
。仏教講演会 お休みします。 

。演芸入館者の方へご自由に舞台を提供しています 
。福祉バス運行日夏休み期間（7月21日より8月31日） 

は日曜、祭日運行となります。 

※ゲートボール場も自由にご利用下さい（ナイター可） 
 ノ 、 

？「「一 

蕪
（
難
議
難
鷲
纏
畿
蕪
難
鷺
難
麟
蕪
撰
難
麟
纏
灘
纏
？
簾
」
灘
難
燕
購
難
m
燕
繊
購
灘
舞
難
灘
構
灘
議
羅
難
「
難
難
難
議
鋤
議
〉
麟
撒
難
難
〉
難
「
譲
蕪
灘
灘
舞
「
轟
 

ガ
夏
に
弱
い
ー
と
い
う
声
を
 

耳
に
し
ま
す
が
、
夏
バ
テ
の
原
 

因
は
 

。 

ま
ず
暑
さ
。
暑
い
と
血
管
が
 

拡
張
す
る
た
め
、
血
圧
が
下
が
 

り
ま
す
。
す
る
と
、
め
ま
い
や
、
 

肩
が
凝
っ
た
り
、
頭
が
重
く
な
 

り
が
ち
で
す
。
汗
を
か
く
分
、
 

よ
く
水
を
飲
む
の
で
、
下
痢
や
 

灘
胃
腸
障
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
c
 

畷
夜
ふ
か
し
や
寝
苦
し
さ
か
ら
、
抑
眠
不
 

舞
足
に
も
な
り
が
ち
で
、
何
と
な
く
だ
る
 

ー
か
っ
た
り
、
足
が
む
く
ん
だ
り
し
ま
す
。
 

食
欲
が
お
ち
て
、
水
気
の
も
の
が
欲
 

麟
し
く
な
り
、
清
涼
飲
料
や
ド
リ
ン
ク
剤
、
 

」
」
一
食
事
代
わ
り
に
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
の
ん
で
 

」
ま
い
る
人
も
。
食
事
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
 

冷
し
麦
の
よ
う
に
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
 

謙
の
ば
か
り
。
 
こ
れ
で
は
、
夏
バ
テ
を
起
 

難
こ
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
 

夏
を
乗
り
き
る
に
は
、
規
則
正
し
い
 

生
活
が
第
一
。
特
に
、
食
生
活
に
は
十
 

麟
分
配
慮
が
必
要
で
す
。
 

【峯（ 轍
 

夏
は
、
ビ
タ
ミ
ン
引
の
消
費
が
高
ま
 

鵬
り
不
足
し
が
ち
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
引
は
 

一
一
腫
芽
米
、
レ
バ
ー
、
豚
肉
、
か
つ
お
な
 

ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
酢
・
カ
レ
ー
 

味
・
わ
さ
び
や
し
ょ
う
が
等
の
薬
味
を
 

舞
上
手
に
使
っ
て
、
食
欲
増
進
を
図
り
、
 

肉
や
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
「
 
ス
タ
 

麟
 

W
）一 

ミ
ナ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
ス
タ
ミ
ナ
料
理
と
い
え
ば
、
 

ニ
ン
ニ
ク
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
 

響
蕪
灘
鷹
麟
灘
灘
難
簾
 

ニ
ン
ニ
ク
に
は
、
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
 

を
軽
減
し
、
体
力
増
進
作
用
と
、
ビ
タ
 

、
、
、
ン
引
と
く
っ
つ
い
て
、
引
自
身
よ
り
、
 

よ
り
強
力
な
働
き
を
す
る
ニ
ン
ニ
ク
引
 

を
作
り
ま
す
。
 
ニ
ン
ニ
ク
引
は
、
ビ
タ
 

、
、
、
ン
引
よ
り
倍
以
上
も
腸
か
ら
吸
収
さ
 

れ
、
長
時
間
体
内
に
と
ど
ま
り
効
果
を
 

発
揮
し
て
く
れ
る
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
引
 

の
含
ま
れ
た
食
品
と
料
理
す
る
と
一
層
 

ス
タ
ミ
ナ
が
つ
き
ま
す
。
 

食
事
抜
き
は
夏
バ
テ
の
原
因
で
す
か
 

を
き
ち
ん
と
と
り
ま
し
ょ
う
。
 

ら
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
）
一
 

』
ど
長
ニ
つ
《
レ
」
一
」
ー
フ
レ
」
h
 

J
よ
・
フ
。
 

」）」 

ビ
タ
ミ
ン
剤
だ
け
の
ん
で
も
、
意
味
」
（
 

が
あ
り
ま
せ
ん
 

。
も
し
、
夏
バ
テ
麟
 

の
症
状
が
続
く
場
合
は
、
他
の
病
気
が
 

潜
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
ク
お
か
 

し
い
な
ガ
と
思
っ
 

・ 

・ 
【

【

 
ー
 

た
と
き
に
は
、
受
 
」
 

診
し
て
み
る
こ
と
 

も
必
要
で
す
。
暑
 

い
日
が
続
き
ま
す
 

の
で
、
十
分
健
康
 

管
理
に
気
を
つ
け
 

て
下
さ
い
ね
。
 

血
管
を
じ
ょ
う
ぶ
に
す
る
会
の
ご
案
内
 

日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
に
な
ろ
う
 

と
し
て
い
る
心
筋
梗
塞
を
は
じ
め
、
脳
 

梗
塞
や
大
部
分
の
ボ
ケ
の
原
因
は
ハ
い
 

ず
れ
も
動
脈
硬
化
か
ら
起
こ
り
ま
す
。
 

近
ご
ろ
は
、
 
20 

代
ど
こ
ろ
か
 10 

代
の
 

子
供
に
も
、
す
で
に
動
脈
硬
化
の
き
ざ
 

し
が
み
ら
れ
、
幼
い
と
き
か
ら
の
習
慣
 

が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
は
自
覚
症
状
を
 

伴
わ
な
い
場
合
が
多
く
、
知
ら
な
い
う
 

ち
に
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
例
年
、
赤
池
 

町
に
お
け
る
検
診
結
果
か
ら
も
、
異
常
 

の
あ
る
人
は
、
動
脈
硬
化
・
高
血
圧
・
 

高
脂
血
症
と
循
環
器
の
病
気
が
大
半
を
 

占
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
病
気
の
改
善
に
つ
い
て
、
 

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
医
師
、
栄
養
 

士
、
保
健
婦
等
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
 

『）蕪）「一 

燕
難
響
鱗
響
一
 

検
査
の
結
果
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
 

ら
な
い
な
ど
、
疑
問
を
も
っ
て
い
る
ん
、
 

ま
た
は
、
健
康
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
 

人
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
お
待
 

ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

「

一

 

ニ
「
ロ
 

と
 
き
 

9
月
9

日
困
・
 
16 

日
困
・
 
22 

日
 

と
一
」
ろ
 

因・ 
30 

日
困
 

13 

時
 30 

分
5
 

赤
池
町
民
会
館
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

8
月
末
日
ま
で
に
役
場
健
康
衛
生
係
 

容
 28 

1
2
0
0
4
内
線
2
4
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ま
で
 

」「m
加ー 

動
脈
硬
化
（
 

が”ん伊’タ手‘を 
田川郡民体育大会成績（3 位以上）（敬称略） 

ゲートボール総合3位 
男子の部2位（大薮久光、長峰義明、古賀政治、 

立川忠義、水貝重行、世良知文） 
女子ソフトボール 準優勝 

畠中ひろみ、栃原貴代美、谷典子、天野道子 
内田マスミ、堀川美穂子、樋口厚子、国広員弓 
芹川良江、楢橋寿代、熊谷圭子、高林悦子 

硬式テニス 総合優勝 

男子A級 1位（池永良一、日野一夫） 
男子B級 3位（山田義治、奥村健夫） 
女子の部 2 位（芹川良江、西美津子） 

軟式テニス 女子3位（芹川良江、福永鈴香） 

バドミントン 総合優勝 
一般男子1位 
（舌間一義、奈木野睦朗、大竹通陽、中村良之） 
一般女子2位 
（山形瑞穂、山形裕美子、高林ひろみ、早麻芳江） 

卓 球 総合優勝 
一般男子1位（日高景年） 
一般女子1位（熊谷光子） 
シニア女子3位（平川紀美子） 

剣 道 総合優勝 
青年の部団体1位 

（峰智玄、沢井秀孝、佐藤幸久沢田滋、田中浩二） 
一般の部団体 2 位 

（建部高明、佐藤博子、武末一郎戒定裕造、太田淳―う 
青年の部個人 2 位（沢田 滋） 
一般の部ノノ3段3位（建部高明）5段1位（武末一郎） 

陸上競技 総合青年男子の部 2 位 
〈男子の部〉lOOM 一般の部1位（長谷川純一） 

400M 青年の部3位（定宗孝康） 
10,000M 一般の部1位（水上則安） 

800Mリレー男子青年の部1位 
（志賀裕二、定宗孝康、中村良之、沢田滋） 

走り幅とび青年の部1位（沢田滋） 
一般の部1位（長谷月随―) 

3 種競技青年の部3位（沼口康之） 

砲丸投げ青年女子の部1位（栃原貴代美） 

走り幅とび青年女子の部3位（栃原貴代美） 

囲
碁
同
好
会
だ
よ
り
 

7
月
例
会
優
勝
者
 

A
パ
ー
ト
 

中
村
三
郎
さ
ん
（
岩
屋
組
）
 

B
パ
ー
ト
 

浦
田
正
美
さ
ん
 

c
パ
ー
ト
 

池
田
勝
彦
さ
ん
（
上
の
原
）
 

*
8
月
例
会
及
び
勉
強
会
 

月
例
会
9

日
回
9
時
 30 

分
、
 17 

時
 

勉
強
会
 22 

日
田
、
 
29 

日
出
 
13 

時
、
 17 

時
 

中
村
会
長
よ
り
 

（
、
ヂ
ビ
ッ
コ
た
ち
／
の
 

ソ・戸 

き
 
熱ツ 

(
／
・
『
食
卓
勿
絵
コ
ン
ク
ー
ル
』
」
、
」
 

福
岡
県
で
は
、
食
卓
が
、
家
族
の
ふ
 

れ
あ
い
の
場
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
楽
 

し
い
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
と
な
 

る
絵
は
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
た
 

ち
に
よ
る
作
品
で
す
。
 

．
応
募
方
法
 
画
用
紙
四
ッ
切
大
（
 54
 

×
 38 

m
）
と
し
て
、
応
募
用
紙
（
役
場
 

健
康
係
で
用
意
）
を
作
品
の
裏
に
貼
っ
 

て
く
だ
さ
い
。
 

．
締
め
切
り
 
9
月
4

日
ま
で
 

．
作
品
の
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
所
予
防
課
容
 44 

1
0
6
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個人事業税の第1期納期は8月31日まで 田川県税事務所 
輝）一 

‘，奮 
」）「 

・

（

一

（

一

 



、ノ (b ぐ、 

 ■
 

，

・

 

●ゴミ収集 

平常どおり収集します。但し、13日困、14日団 

の埋立地への受入れはできません。 

●し尿収集 

14日岡・15日田・16日（日）は休みです。 

お盆前は混みますので、早目に処理されるよう 

お願いします。 

児童扶養手当の現況届

8月l 1日から9月10日まで、現況届けの提 

出期間です。 

●受付場所 役場福祉係（窓口6 ) 

老齢福祉年金証書 

交付のお知らせ

8月期支払いのため、年金証書を預っていま 

、したが、お返しします。 

●い つ 8月1 1日（火）より 

●どこで 役場年金係（窓ロ5 ) 

●もってくるもの 証書保管証と印鑑 

（証書登録印） 

休日救急医療センター 

お盆も診療します 

●診療日 8月14日岡.. 15日仕） 

及び科目 昼9時～11時13時～16時30分 

（内科、小児科、外科） 

夜18時～22時30分 

（内科、小児科） 

※保険証を忘れずに持ってきてください。 

●問い合わせ 谷45一7199（救急医療センター） 

ちょっと行ってみませんか 

救急の日のつどい‘92 

，●い つ 9月9日困午後1時～4時 

加どこで 田川青少年文化ホール 

●内 容 ◇イベント 「県警音楽隊の演奏」 

◇講演「ェイズについて」 

講師・柏木征三郎 九州大学教授 

◇その他 

蘇生法や救助の講習訓練などがあ 

ります。 

●問い合わせ 田川保健所総務課谷44-0666 

物品販売のご協力 

ありがとうございました

今年の春、町内の支所長、駐在員のみなさん 

のご協力により、各家庭に物品販売の回覧をし 

て頂きました。これは、身体障害者の自立活動 

の一環として毎年行なっているものです。今年 

も、この趣旨にご賛同して頂き、12,804円の還 

元金がありました。日常活動に使用したいと思 

います。各支所長、駐在員のみなさまをはじめ、 

町民のみなさんありがとうございました。 

赤池町身体障害者福祉会 

岩城会長より 

検 
診 

圏
三
種
混
合
 

o
4

日
因
町
民
会
館
 

o
9
月
8

日
因
町
民
会
館
一
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時
 30 

分
、
 14
 

時
 30 

分
 

圏
ッ
ベ
リ
ク
リ
ン
反
応
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相
談
 

生
後
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ケ
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時
 30 

分
、
 14 

時
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分
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ケ
月
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蕪
轟
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27 

日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

圏
乳
児
相
談
 

17 

日
囲
町
民
会
館
 

10 

時
、
 11 

時
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「
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「
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、
生
後
4
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10 

ケ
月
児
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奏
加
し
」
て
み
ま
鷲
ん
か
、
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リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
り
パ
ー
ふ
く
お
か
鶴
 

田
川
保
健
所
 

生
活
排
水
が
河
川
な
ど
の
水
の
汚
れ
 

に
占
め
る
割
合
が
大
変
高
く
な
っ
て
い
 

ま
す
。
生
活
排
水
に
つ
い
て
の
意
識
を
 

し
っ
か
り
も
っ
て
、
河
川
の
浄
化
を
進
 

め
よ
う
と
行
わ
れ
ま
す
。
 

．
い
 

つ
 

8
月
 23 

日
回
 

メ
イ
ン
会
場
 
10 

時
 30 

分
5
 12 

時
 30 

分
 

サ

ブ

会

場

 
彦
山
川
河
川
敷
 

( 13 

時
、
 16 

時） 

．
ど
こ
で
 
メ
イ
ン
会
場
 
田
川
青
少
年
 

文
化
ホ
ー
ル
（
田
川
市
平
松
）
 

サ
ブ
会
場
 
彦
山
川
河
川
敷
 
（
伊
田
新
 

橋
付
近
）
 

．
内
 

容
 

メ
イ
ン
会
場
 

◇
講
演
 
「
人
間
の
背
負
い
水
」
 

講
師
 
大
山
の
ぶ
代
さ
ん
 

（
ど
ら
え
も
ん
な
ど
で
活
躍
）
 

サ
ブ
会
場
 

◇
パ
ネ
ル
展
示
や
ク
イ
ズ
、
カ
ラ
オ
ケ
 

を
は
じ
め
、
せ
っ
け
ん
造
り
実
演
や
実
 

験
コ
ー
ナ
ー
、
水
の
相
談
な
ど
 

病
気
燕
難
瀞
難
麦
き
繊
護
 

』
介
護
人
を
派
遣
し
湊
す
 

田
川
福
祉
事
務
所
 

対
象
 

一
人
暮
し
の
寡
婦
、
母
子
家
庭
 

の
母
親
ま
た
は
児
童
、
同
居
の
 

祖
父
母
の
一
時
的
な
病
気
の
時
 

料
金
 
特
別
な
場
合
を
除
き
無
料
 

登
録
 
対
象
家
庭
は
あ
ら
か
じ
め
福
祉
 

事
務
所
に
登
録
し
て
お
か
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
役
場
福
祉
 

健
康
課
に
備
え
て
あ
る
申
請
書
 

に
記
入
し
、
住
民
票
を
添
え
て
 

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 
赤
池
町
母
子
寡
婦
福
祉
 

会
会
長
 
亀
井
澄
子
さ
ん
（
公
 

8
 

八
ノ
〕
 

1
4
1
7
8
）
ま
た
は
田
川
 

福
祉
事
務
所
総
務
課
（
谷
 44 

ー
 

8
1
1
1
)
 

付
方
不
襲
鷲
憲
さ
が
ず
菅
 

ド
根
談
所
憲
開
設
鷲
欝
す
J
 

福
岡
県
警
察
本
部
 

県
警
本
部
で
は
、
身
元
確
認
強
調
月
 

間
（
9
月
）
の
行
事
と
し
て
、
 

「
行
方
 

不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
き
ま
 

す
。
相
談
に
は
、
写
真
な
ど
手
が
か
り
 

に
な
る
も
の
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
秘
 

密
は
堅
く
守
り
ま
す
。
 

．
と
 

き
 

9
月
1

日
か
ら
5

日
ま
で
 

毎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
 

時
ま
で
 

．
と
こ
ろ
 

福
岡
県
警
察
本
部
1

階
1
 

4
4
会
議
室
廿
福
岡
市
博
多
 

区
東
公
園
7
番
7
号
 

．
問
い
合
わ
せ
 

県
警
本
部
刑
事
部
鑑
 

識
課
容
0
9
2
1
6
4
1
ー
 

4
1
4
1
（
内
）
2
7
3
6

へ 

／

《

 

、、 

「
あ
ち
い
「
「
も
う
た
ま
ら
 

ん
」
「
ど
う
か
な
ら
ん
と
や
か
」
 

役
場
の
中
で
の
あ
い
さ
つ
で
 

す
。
役
場
の
中
の
温
度
は
ピ
ー
 

ク
時
で
 37 

で
以
上
。
 

み
な
さ
ん
は
い
か
が
お
過
 

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
 

汗
も
で
薬
を
塗
り
な
が
ら
の
 

毎
日
で
す
。
 

「
あ
ー
か
ゆ
い
」
子
ど
も
 

に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
 

霧
灘
乳
帯
 

・
知
を
ノ
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
や
わ
ら
か
い
球
 

で
、
お
と
し
よ
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
 

男
も
女
も
参
加
で
き
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
 

ツ
で
す
。
 

申
し
込
み
 

8
月
ま
で
、
4
人
以
上
の
 

グ
ル
ー
プ
で
、
教
育
委
員
会
ま
で
申
し
 

込
ん
で
下
さ
い
。
 


